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奄美大島住用湾の動物プランクトン

冬期の河口域および砕波帯における組成および出現量について*’

岡慎一郎*２，税所俊郎*２

○ccurrenceofZooplanktoninSumiyoBay，

Amamioshimalsland

ＣｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎａｎｄＡｂｕｎｄａｎｃｅｉｎｔｈｅＥｓｔｕａｒｙａｎｄ

ＳｕｒｆＺｏｎｅｉｎＷｉｎｔｅｒＳｅａｓｏｎ＊’

Shin-ichiroOka*２andToshioSaisho*２

KGyuﾉords：SumiyoBay，Estuary，Surfzone，Zooplankton，Copepoda，

Speciescomposition

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Ｔｈｅｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅｏｆｚｏｏｐｌａｎｋｔｏｎｉｎｔｈｅｓｕｒｆｚｏｎｅａｎｄｅｓｔｕａｒｙｗａｓｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｅｄａｔ

ＳｕｍｉｙｏＢａｙ，ｅａｓｔｃｏａｓｔｏｆＡｍａｍｉｏｓｈｉｍａｌｓｌａｎｄ，ｉｎｅａｃｈＦｅｂｒｕａｒｙｏｆｌ９９１ａｎｄｌ９９４・

Highdensitiesofzooplanktonwereｆｏｕｎｄａｔｓｔａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅｉｎｎｅｒｂａｙ（26,657

indiv.／㎡～71,085indiv.／㎡)．Copepodawasthemostpredominantcｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔ

ａｍｏｎｇｚｏｏｐｌａｎｋｔｏｎ・Theywereclassifiedinto23generaａｎｄ５２ｓｐｅｃｉｅｓ、Twobrackish

species，ＰｓｅｕｄｏｄｉａｐｔｏｍｕｓｍＯｐｍｕｓａｎｄＡｃａmatsug7zsis，ｗｅｒｅｄｏｍｉｎａｎｔｉｎｔｈｅ

ｅｓｔｕａｒｙ・Ｉｎｔｈｅｓｕｒｆｚｏｎｅ，ｎｅｒｉｔｉｃｓｐｅｃｉｅｓｗｅｒｅａｂｕｎｄａｎｔａｔａｌｌｔｈｅｓｔａｔｉｏｎｓ，ｔｈｏｕｇｈａ

ｓｍａｌｌｎｕｍｂｅｒｏｆｏｃｅａｎｉｃｓｐｅｃｉｅｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄ・Ｔｈｕｓｔｈｅｚｏｏｐｌａｎｋｔｏｎｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎ

ｓｕｒｆｚｏｎｅｓｏｆＳｕｍｉｙｏＢａｙｗａｓｎｅｒｉｔｉcincharacter・Espcially，ｔｈａｔｉｎｔｈｅｉｎｎｅｒｍｏｓｔ

ｓｕｒｆｚｏｎｅｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｄｔｏｅｍｂａｙｍｅｎｔａｌｉｎｃｈａｒａｃｔer，ｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｄｏｍｉｎａｎｔ

ｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆｔｈｅｉｎｌｅｔｓｐｅｃｉｅｓｓｕｃｈａｓＰ・ｉｓﾉzjgaﾉeje刀sjsa7zdOjtﾉzo〃αdjssj7γz脱s、

住用湾は鹿児島県奄美大島の東部に位置する小湾である。この湾の湾奥に河口を持つ河川

にはリュウキュウアユＰﾙCOgZOSSUSa肺UeJjS〃UﾉｾＷｅ"SjSが分布しており1-3)，冬期にはそ

の海域生活期仔稚魚が住用湾沿岸の河口域や砕波帯に出現する*)。これらの仔稚魚は主に動

*１本研究の一部は平成２年度河川整備基金によるものである。

*２鹿児島大学水産学部海洋生物学研究室（LaboratoryofMarineBiology，FacultyofFish‐

eries，KagoshimaUniversity，50-20Shimoarata4，Kagoshima，８９０Japan）
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物プランクトンのカイアシ類を摂食しており4)，彼らにとって河口域や砕波帯は重要な摂餌

場所と考えられる。しかしながら，そのような場所における動物プランクトンの生態学的知

見はほとんど得られていない。そこで筆者らは，このような河口域や砕波帯における動物プ

ランクトンの生態学的特'性を明らかにするための基礎的な研究として，1991年と1994年に住

用湾沿岸の河口域および砕波帯において動物プランクトンの調査を行った。本報ではその調

査結果をもとに，河口域および砕波帯における動物プランクトンの出現状況について論じる。

調査方法

調査は住用湾の湾奥に河口を持つ役勝川，住用川の両河川の河口域および住用湾沿岸の砕

波帯に設置した７調査点において行った（St.l～７ｉｎFig.１)。Ｓｔ､１およびＳｔ､２は，それ

ぞれ役勝川と住用川の河口域で，周辺にはマングローブ林が発達している。Ｓｔ､３は住用湾

の湾奥部，Ｓｔ､４～St､６は湾中央部，Ｓｔ､７は湾口部のそれぞれ砕波帯であるが，Ｓｔ,５の砕

波帯には小河川が流入している。

Ｆｉｇ．１Ｍａｐｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｃｏｌｌｅｃｔｉｎｇｓｔａｔｉｏｎs．

*）四宮明彦，崎山直夫（未発表）
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河口域（St､１，Ｓｔ､２）において1991年２月28日に，砕波帯（St､３～7）においては1994年

２月11日から13日にそれぞれ調査を行った。なおＳｔ､４およびＳｔ､６における調査は日中に，

その他の調査点では夜間の満潮時にそれぞれ調査を行った｡

動物プランクトンは，河口域においては小型のコニカルネット（口部面積0.03㎡，目合い

0.1mm）とソリネット（口部面積0.03㎡，目合い0.1mm）の水平曳き（曳網距離５ｍ）によっ

て採集し，砕波帯においては憶水効率を高めるために憶過部の長さを２倍にした北原式定量

ネット（口部面積0.04㎡，目合い0.1mm）の斜め曳き（曳網距離５ｍ×４回，計20ｍ）によっ

て採集した。採集した動物プランクトンの同定は可能な限り種レベルまで行い，同時にその

個体数を計数した。動物プランクトンの出現量（individuals／㎡）は，計数によって得ら

れた動物プランクトン個体数をもとに算出したが，その際ネットの樵水量はネットの口部面

積と曳網距離から概算した。

また塩分水温計（YSI社製Model33）を用いて各採集時の表層，中層および近底層の水

温と塩分を測定した。

結 果

水温および塩分

各調査点における水温および塩分の平均値（表層，中層，近底層の３層の平均）をそれぞ

れFig.２に示す。水温は17.9±0.7℃～20.1士0.1℃で推移したが，塩分は河川水の影響の大

きい河口域のＳｔ､１とＳｔ､２においてそれぞれ21.8±7.5%０，２６．６士6.9%oと低く，他の調査点

においては30.5士0.2%｡～33.1士0%0であった（Fig.2)。鉛直的な差は水温，塩分ともにＳｔ.l

～Ｓｔ,３でみられた（Fig.２)。このような水温と塩分の結果から，河川水の影響はＳｔ､３付

近にもおよぶと考えられる。
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動物プランクトンの出現状況

動物プランクトンの総出現量は3,324indiv.／㎡～71,O85indiv.／㎡で，Ｓｔ､１～Ｓｔ,３にお

いて26,657indiv.／㎡～71,O85indiv.／㎡と多かったのに対して，Ｓｔ､４～Ｓｔ､７においては少

なく3,324indiv.／㎡～5,410indiv.／㎡であった（Fig.３)。いずれの調査点においてもカイ

アシ類が最も豊富に出現し，カイアシ類のcopepoditeとnaupliusが全動物プランクトンの

74.1％～98.4％を占めた（Fig.３)。カイアシ類以外の動物群は，Tablelに示すように被嚢

類，毛顎類，アミ類，端脚類，クマ類，タナイス類，貝虫類，線虫類，ヒドロ虫類，有孔虫

類や各種のベントスの浮遊期幼生などが出現した。ヨコエビ亜目端脚類や軟体類幼生，多毛

類幼生などは調査点によって比較的多くみられる場合もあったが，これらの動物群の動物プ

ランクトン全体に対する割合はカイアシ類に比べると極めて低かった（Fig.３)。

採集されたカイアシ類は未同定種も含めて全部で23属52種類に分類された（Table､２)。

St､１においてはPseudodj叩tomusjnOp伽sが最も優勢に出現し（20,154indiv.／㎡)，次

いでＡＣα戒α剛e"sjsが豊富であった（6,936indiv.／㎡)。Ｓｔ､２においてもＰ.ｊ"Op卿sが

優勢に出現し（978indiv.／㎡)，Ｓｔ､３においてはＰ､ｊｓ姥αｈ伽sjsとＯ肋o"αdjss航j"sが

優勢に出現した（それぞれ3,894indiv.／㎡，3,340indiv.／㎡)。０.djss伽"ｓはまた小河川

８

□Copepoda(copepodite）

ZCopepoda(naupIius）

ⅧLarvaofbOnthos

■Others
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Ｆｉｇ．３０ccurrenceofzooplanktonateachcollectingstation．

０

３４ ５ ６ ７

Ｓｔａｔｉｏｎ＄

１２
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Table１．Individualｎｕｍｂｅｒ（xlO2indiv.／㎡）ofzooplanktoncollectedateachstationin

SumiyoBay．（＋：lessthanlOOindiv.／㎡，－：absent）

Speciesname Stations： １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

5５

Copepoda（copepodite）３０７４７１３２１９３８２２１１

（nauplius）３９１１８４１５８１２８１７l6

Prochordata

OjﾉｬOpZeurasp・ ＋ ＋＋＋

Ｃｈａｅｔｏｇｎａｔｈａ

Ｓａｇｊｔｔａｓｐ， ＋ ＋＋＋十＋

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ

ＨｊﾉpeFg叩伽opssp・ ＋ １＋十
一－一一一一一一一一一－－－－－－－－－－一一ーー一一－－－－－－－－一一－－一一ーー一ー－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｡

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

Ｇａｍｍａｒｉｄｅａｓｐｐ ３３＋十＋３＋

Ｈｙｐｅｒｉｉｄｅａｓｐ． ＋

Capprellideasp・ ＋ ＋

Ｃｕｍａｃｅａ 十 ＋＋

Ｔａｎａｉｄａｃｅａ ＋ ＋ 十
一一一一一一一－－一一－一一一－－一一一ー－－－－一一一一一一一ー一一－－－一一一一一一一一一－一一－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凸

Ostl､aｃｏｄａ ｌ ｌ２＋＋＋＋

Ｎｅｍａｔｏｄａ 十 １＋＋ ＋

Ｈｙｄｒｏｚｏａ

ＭｕｇｇｊａｅａＳｐ”Zjs（Bigelow）＋

others ＋
一ーー－－一一一一一一一一－－－－一一－－一一一一ー－一一－－－－一一一一一一－－－－一一一一一一一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■

Foraminifel､ｉｄａ 十 ＋＋＋＋＋

Others ＋ ＋＋＋＋＋

Ｌａｒｖａｏｆｆｉｓｈ ＋ ＋＋＋十＋

Ｌａｒｖａｏｆｂｅｎｔｈｏｓ

Ｍｏｌｌｕｓｃａ ＋ １９十十＋４１
一一一一一一一ーー－－－－－－－－一一一ー一一－－一一一一－－一一ー－－－－－一一一ー一一－ー一一－－－－－－ー一一一－－－－一一一一－一一ー一一一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ ＋ ５４＋＋４１

Cirripedia ＋＋

Ｉｓｏｐｏｄａ ｌ＋＋＋＋＋＋

Ｄｅｃａｐｏｄａ ｌ ＋十＋十＋

ｏｔｈｅｒｓ ＋ ＋＋＋＋＋

Ｔｏｔａｌ ７１０２６６３０１３３５０５４３３

が流入するSt,5においても優勢であった。このようにSt､1～St､3およびSt､5においては優勢

する種がみられたが，Ｓｔ､４，Ｓｔ,6およびSt､7においては特に優勢な種はみられなかった。

以上のような優勢種のほかＳｔ,３～Ｓｔ､７においてはＰａｒａＣａＪａ皿ｓＰａ７Ｕｕｓ，ParuoCa伽us

c7assjrostrjs，Labjdocerapauo，Ａｃａｒｔｊａｅ〃tﾉiraea，Ａ・neg"９２"s，Ａｄｔｚ"αe，Ojtﾉto"α

/Ｍａｘ,０.ａｔ伽ｕａｔａ,０.ocuJata,０．ｓ加此ｘなどの沿岸‘性カイアシ類が出現し，優勢種と
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ともにいずれの調査点においてもカイアシ類の大半（59.1％～83.8％）を占めた。また

１VをocaJa皿ｓｇｒａｃｊ〃s，Ｐａ７､αｃａｌα"usacujeatus，AcrocaJα"usgj66er，aausocaJα"us

arcujco”s,肋cﾉｶａｅｔａｃｏｎｃ伽α，Lucj叩jα／ﾉaujcor"js，Ｃｔｚ伽Opja伽叩sonj，Ｏ肋o"α

setjgera,０．ｐ血、旅rα’０.伽ujs,Lu66oc伽s9uj"加α"α,Ｏ"ｃａｅａｕｅ"畑α,ｏｎ,ｍｅ伽，

ＣＯ〃caezjsSpecjosus,Ｃ､crass血scuんs,Ｃ､Ｉ航6α加s,Ｃ､ｄα肌,Ｃ・agj"s,Ｃ､ｒｏｓｔｒａｍｓなど

の外洋性カイアシ類もみられたがその割合は低かった（2.8％～11.3％)。

Table２．Individualｎｕｍｂｅｒ（xlO2indiv.／㎡）ofcopepodscollectedateachstatiｏｎｉｎ

ＳｕｍｉｙｏＢａｙ．（＋：lessthanlOOindiv.／㎡，－：absent）

Speciesname Stations： １２ ３ ４ ５ ６ ７

Ｃｏｐｅｐｏｄａ

Ｃａｌａｎｏｉｄａ

＋＋＋＋ＣａＺａ刀ｕｓｓｐ・

ZVeocaZarzusgγαc脱ｓ（Dana）＋

ＥｕｃａＺａ７ｚｕｓｓｐ．－＋＋＋

ＰａｒαcaZanusaCuZeatusGiesbrecht ＋ ＋＋

Ｐ．ｐａ７ｕｕｓ（Ｃｌaus）－＋４＋＋＋＋

Ｐａ７ｕｏｃａＺａｍ』ｓｃｒａｓｓ伽s抗ｓ（Dahl）＋＋＋＋＋

＋ ＋AcrocaZα"usgj6berGiesbrecht

BestioZasp．－＋

ααｕｓｏｃａＺａｍ４ｓａｒ皿ＣＯ叩ｓ（Dana）＋＋

十＋＋＋Ｃ、ｓｐ．

＋ＣａＺｏｃａＺａｍﾙｓｓｐ・

Ｅｕｃｈａｅｔａｃｏ刀ｃｍｎａＤａｎａ 十

一＋＋＋＋Ｅ、ｓｐ

ＰｓｅｕｄｏｄｊａｐｔｏｍｕｓｍｏｐｍｕｓＢｒｕｃkhardt201９１

Ｐ．ishjga賊ensjsNishida一十３８＋＋’十＋

＋Ｔｾｍｏ７ａｓｐ．

Ｌ皿c血α/Zaujcornis（Ｃｌaus） ＋

＋ ＋Ｌ、ｓｐ・

ＣａＺａ刀ｏｐｊａｔ/zompsomA・Scott－＋＋＋

＋＋＋＋La6jdocerapauoGiesbrecht

＋＋＋＋ＡＣα戒α〃egZZge刀ｓＤａｎａ

Ａｄα〃αeGiesbrecht 十 ＋

＋Ａ、Ｇ７シtﾉzraeaGiesbrecht－＋＋＋

Atsuensjslto ６９＋

１１１＋Ａ，ｓｐｐ、

＋＋Ｔｏｒｔａ７ｚｕｓｓｐ・

ｕｎｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄＣａｌａｎｏｉｄａ ＋＋２３十ｌ＋
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＋

Table２．（Continued）
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本邦沿岸の内湾域において，一般に動物プランクトンの最も主要な構成員はカイアシ類で

ある。またこれらのカイアシ類の分布は，海況に密接に関係することが知られている5.6)。

本調査においてもカイアシ類が動物プランクトンの主構成員であった。役勝川と住用川の河

口域（St.lとＳｔ､２）においてはPseudodj叩tomusj"OP伽ｓやACartja剛ensjsが優勢に

出現した。マングローブ林が発達していることからも本河口域は汽水環境が安定していると

考えられるが，汽水’性であるｐ,j"Op伽s7-9)やＡ,伽e7zsjsj0)が優勢であったことはそのよ

うな環境を反映している。また湾奥部のＳｔ､３においては南西諸島の沿岸域や河口域に普通
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にみられるＰ､jsﾉijgah伽sjs9,'１)や内湾種のＯ肋o"αdjss加伽'2)が優勢に出現した。これ

は湾奥部の砕波帯がより内湾的であることを示唆するものである。

湾中央部や湾口部に比べて河口域と湾奥部の砕波帯における動物プランクトンの出現量が

多かったことは，これらの優勢種やカイアシ類のnauplius(種は未同定）が多量に出現した

ことに起因する。これは役勝川と住用川の河川水によって栄養塩類が供給されることにより，

河口域や湾奥部の基礎生産力が高いことを示唆している。

動物プランクトンの出現量の少なかった湾中央部と湾口部の砕波帯では，Ｓｔ､５において

は０.djss航"jsが優勢に出現したが，これは小河川の流入の影響によるものと考えられる。

St､５以外の調査点では特に優勢する種はみられなかったが，沿岸性のカイアシ類が大半を

占め動物プランクトンの組成は沿岸的であった。

今回の調査ではＳｔ､３～Ｓｔ､７まで外洋性のカイアシ類がみられ，外洋水の侵入は住用湾

の湾奥部にまで及ぶことが推測された。しかしながら外洋性のカイアシ類のカイアシ類全体

に占める割合は低く，また波浪による撹乱や陸域からの影響によって著しく環境が変化する

砕波帯においてそれらの長期の生存や世代交代は難しいと考えられる。

以上のように冬期の住用湾の砕波帯における動物プランクトンの組成は，全体的に沿岸的

な‘性格を持ち，特に湾奥部の砕波帯においては内湾的であると考えられる。

要 約

１）．1991年２月および1994年２月に鹿児島県奄美大島東部の住用湾の砕波帯および河口域

において動物プランクトンの出現状況を調査した。

２）．動物プランクトンの総出現量は，河口域および湾奥部の砕波帯において多く（26,657

indiv.／㎡～71,O85indiv.／㎡)，湾中央部および湾口部の砕波帯においては少なかっ

た（3,324indiv.／㎡～5,410indiv.／㎡)。

３）．動物プランクトンの主要な構成員はカイアシ類で，全動物プランクトンの74.1％～９８．

４％を占めた。河口域においては汽水’性のカイアシ類のPseudodj叩ｔｏｍｕｓｍＯｐ伽ｓと

ＡＣα戒α剛e"sjsが優占し，湾奥部の砕波帯には内湾性のカイアシ類Ｐ､jshjga肱"sjs

とＯ肋o"αdjs加伽が優勢に出現した。湾中央部および湾口部の砕波帯においては

特に優勢な種はみられなかったが，カイアシ類の大半は沿岸性の種であった。

４）．湾奥部から湾口部の砕波帯においては少数ながら外洋性のカイアシ類が出現した。し

かしながらいずれの調査点においても沿岸性のカイアシ類が大半（59.1％～83.8％）

を占めた。特に湾奥部の砕波帯における動物プランクトンの組成は内湾的な性格を持

つと考えられた。
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